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第６回 中学校給食推進連絡調整会議作業部会 会議録 

 

■開催日時  平成 28年 1 月 22 日（金） 15：00～16：50 

■場  所  高津市民館 第４会議室 

■出 席 者  委員：中学校長代表 佐藤校長、山田校長 

          中学校教頭代表 髙城教頭 

中学校養護教諭代表 野口総括教諭 

中学校生徒指導担当代表 甲斐総括教諭 

          教職員代表 川崎市教職員組合 阿部書記長、鈴木栄養教職員部長 

          教育）望月中学校給食推進室長 

邉見健康教育課担当課長、 

森中学校給食推進室担当課長、北村中学校給食推進室担当課長 

 

       ※欠席者： 小学校長代表 鈴木校長、山崎校長 

             中学校教務主任代表 三宅総括教諭 

             教職員代表 川崎市教職員組合 粳間書記次長  

             教育）星野指導課担当課長     

              

事務局：教育）中学校給食推進室 二瓶担当係長、細見担当係長、新田担当係長、 

大谷主任、沼田主任、葛山職員、新津職員 

 

■内  容（進行 中学校給食推進室） 

 

― 資料確認 ― 

 

― 中学校給食推進室長挨拶 ― 

       

資料１  川崎市学校給食センター整備等事業 実施スケジュール 

 資料２  中学校完全給食配膳室、自校方式、合築校方式整備スケジュール 

 資料３  東橘中学校 試行実施について 

  

  （事務局より説明） 

 

委  員  東橘中学校において試行給食が始まったが、１月７日は何をどの食器にどのくらいの量で配

食し、どのようにトレーにのせるかで手間取った。試行実施２日目からはある程度要領を得

ていたが、おかずが多い献立の時は戸惑ってしまう。今後、盛り付け表を確認したり、サン

プルの写真などを各教室に掲示したりするなど工夫しながらやっていきたい。ちなみにパン

食の時には５分程度で食べ始めている。 

教職員は４校時終了後に配膳の見守りを行っている。 

給食の残量はクラスによってばらつきがある。残量が多かったり、まったく無かったりする。 
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委  員  小学校給食の経験から、配り方は盛り付け表を見て対応する。子どもたちは慣れていく。 

 

委  員  配食の仕方によって残量にばらつきがでるのだろう。パンはお腹がすくようだ。 

 

委  員  パン食の給食実施日数は小学校より少ない。また、パンは２個を配食し、食べる量を調整し

やすいようにしている。配食については一年生の方がスムーズに作業ができたようだ。東橘

中学校の試行給食初日は時間に余裕を持っていたが、他の学校も完全給食導入初日は東橘中

学校の事例に倣っていただくよう検討していきたい。 

 

委  員  試行給食実施に伴い始業時間が早まったようだが、職員の出勤時間に変更はあるか。 

 

委  員  出勤時間に変更はなく、これまでと同様に８時１５分。朝の打合せ回数を調整し、全体の打

合せを週３日、残る２日は学年の打ち合わせとしている。また、必要な連絡事項等について

は校務支援システムを活用するなど工夫している。 

 

委  員  出張する教職員が多い日などは、給食指導が大変だろう。昼休みはどうか。 

 

委  員  クラス担任が出張する場合もあり、学年でカバーしている。なお、昼休みの時間は確保され

ている。 

 

 

資料４  中学校完全給食試行実施に関するアンケート調査について  

 

  （事務局より説明） 

 

委  員  保護者にとって給食実施要望はこれまでもあり、給食が始まったことについてのよい理由よ

りよくない理由について質問項目を設けてはどうか。 

 

事 務 局  食育に対する関心の有無について、平成 25年度に実施した「中学校における昼食についての

アンケート」でも同様の質問項目があり、試行実施であるが、完全給食が始まってからどの

ように変化したか比較したい。 

また、献立表について、事務局でも現行の家庭配布献立表は見にくいのではないか、また、

食材の産地と同様に詳細な情報はホームページで公表し、家庭配布には献立を分かりやすく

示した方がよいのではとの意見がある。 

 

委  員  献立と成分表は別にして見やすくする方がよいのではないか。 

 

委  員  献立表の文字を大きく見やすくするためにも両面に分けるなど工夫してもよいのではないか。 

 

委  員  試行実施に伴い、様々な質問項目の設定が考えられるが、給食費はこのアンケートには入れ

ず別に議論したほうがよい。 
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委  員  アレルギーを有する生徒への対応は必要なこと。取組の有無を質問項目に設定してはどうか。 

 

委  員  給食時間については、セパレート型の食器のため、お弁当よりは食べる時間がかかるのが分

かった。給食時間についてのアンケートは東橘中学校として実施してはどうか。 

 

委  員  東橘中学校での試行実施は、始まってから間がなく経験が少ない。今回のアンケートでは、

給食の実態把握を主な内容とし、ある程度期間経過後に再度アンケートを実施する方法もあ

る。 

 

委  員  給食時間については、短縮することが可能かどうか等、ある程度給食実施日数が経過してか

ら学校でアンケートなり教職員の意見を聞いてほしい。 

 

委  員  最初は長めに給食時間を確保し、慣れたら短縮するという計画を立てている学校もあるよう

だ。 

       

      

資料５  川崎市中学校完全給食実施の手引き（たたき台案） 

 

  第２章（事務局より説明） 

 

事 務 局  本資料については次回までに確認いただき、ご意見等をお伺いしたい。 

 

 

16 時 50 分 閉会 

 


